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　芸
術
の
秋
を
飾
る
祭
典「
平

成
29
年
度
大
竹
市
文
化
祭
」が
、

次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、お
越
し

く
だ
さ
い
。

美術展 工芸展
問い合わせ
弘兼宅 ☎�７６１１

問い合わせ
弘兼宅 ☎�７６１１

川柳大会
兼　題　重ねる・反省・結ぶ・
関係・ぼかす・荒い（1兼題2句
まで）
参加料　2,000円
投句締め切り
　11月５日㈰　11時30分
※　欠席投句はできません。　
事前投句
　出席予定者（はがきで）
兼　題　叩く（２句まで）
申し込み　10月25日㈬までに
弘兼秀子宛（油見2丁目2番29
号）に郵送してください。

兼　題　走る・高い（1兼題につ
き２句まで）
申し込み　９月８日㈮までに
弘兼秀子宛（油見２丁目２番29
号）に郵送してください。

部門・作品規格　創作に限る。（手本から
の模写は不可。市内展未発表のもの）
○日本画・洋画
　10号以上50号以内で額装
○書　
　半切の３分の１以上で表装
　または額装（タテ・ヨコ明記）
○写真　
　A3以上全倍（組写真は四つ切り以上）

までで、パネル張りまたは額装（ガラス
不可）

※作品の裏に作品貼り付け用紙を貼り、
展示用ひもをつけること。

出品点数　同一部門１人１点
出品資格　市内在住または勤務・通学
の方（高校生以上）、市文化協会会員
搬入日　10月30日㈪　13時　厳守
搬入場所　ギャラリーおおたけ
搬出日　11月３日（祝・金）　16時～17時
※作品の保全は十分注意しますが、万が

一損傷した場合の、責任は負いかねま
すのでご了承ください。

申し込み　10月１日㈰～20日㈮の17
時までに総合市民会館、大竹会館及び
玖波、栄公民館に備え付けの用紙で申し
込んでください。

問い合わせ　川村宅 ☎�５０３６
作品種目　工芸・手芸の各分野で、個
人が創造性を生かし、作り出したもの。
例えば、陶芸、木彫、七宝焼、手描友
禅、刺しゅう、和紙ちぎり絵、紙粘土工
芸、人形、木竹紙工芸、染織、パッチ
ワーク、ステンドグラス、金工、漆芸、ク
ラフト手芸、その他の手工芸など。
※額装の場合、ガラスは極力避けてく

ださい。
出品点数　同一種目１人１点
出品資格　市内在住または勤務・通学
の方（高校生以上）、市文化協会会員
搬入日　10月31日㈫　13時
※出品者全員で会場設営と作品展示

を行います。
搬出日　11月３日（祝・金）　16時～17時
※作品の保全は十分注意しますが、万

が一損傷した場合については、責任
を負いかねますのでご了承ください。

申し込み　10月１日㈰～15日㈰まで
に、総合市民会館、大竹会館及び玖
波、栄公民館に備え付けの用紙で申し
込んでください。

ジュニア部門（小・中学生）

川柳の部

問い合わせ　野上宅 ☎�５０７０

問い合わせ 生涯学習課 ☎�５８００作品募集市文化祭

9月30日㈯～10月1日㈰
10時～17時　※最終日は16時まで

10月31日㈫～11月3日（祝・金）
10時～17時　※最終日は16時まで

11月1日㈬～3日（祝・金）
10時～17時　※最終日は16時まで

11月2日㈭～3日（祝・金）
10時～17時　※最終日は16時まで

11月 3日（祝・金）
10時～16時

11月5日㈰
10時～

11月26日㈰
10時～16時30分

ギャラリーおおたけ

ギャラリーおおたけ

総合市民会館

総合市民会館

総合市民会館

総合市民会館

アゼリアホール

漢詩展

行事名 と　き ところ

美術展

工芸展

華　展

茶　会

川柳大会

芸能の祭典
（吟詠剣詩舞道、大正琴、謡曲、
民謡、民舞、合唱、洋舞、軽音楽）
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◎
後
納
制
度
を
利
用
す
る
と
、年
金
額

ア
ッ
プ
ま
た
は
年
金
受
給
資
格
を
得
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

後
納
制
度

　
過
去
５
年
以
内
の
未
納
と
な
っ
て
い

る
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。平
成
30
年
９
月
ま
で

に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
後
納
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※

　
過
去
５
年
の
例

平
成
29
年
９
月
末
ま
で
に
納
付
す
る

場
合
↓
平
成
24
年
９
月
分
ま
で
納
付

可
能

後
納
制
度
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト

・
年
金
の
受
給
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。（
納

付
要
件
を
満
た
し
た
場
合
）

・
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
増
額
し
ま

す
。

※

　
１
カ
月
分
の
保
険
料
を
後
納
す
る

と
年
額
が
約
1
、6
2
4
円
増
額（
平

成
29
年
度
時
点
）

利
用
で
き
る
方

・
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
、５
年
以

内
に
納
め
忘
れ
の
期
間
や
未
加
入
期

間
が
あ
る
場
合

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、前
段
に

記
載
さ
れ
た
期
間
の
ほ
か
に
任
意
加

入
中
に
納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合

・
65
歳
以
上
の
方
で
、老
齢
年
金
の
受
給

資
格
が
な
く
任
意
加
入
中
の
場
合

・
一
部
免
除
と
な
っ
て
い
る
期
間
の
う

ち
、未
納
の
期
間
が
あ
る
場
合

【
注
】60
歳
以
上
の
方
で
、老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
取
っ
て
い
る
方
は
申
し
込
め
ま

せ
ん
。

・
国
民
年
金
の「
第
３
号
被
保
険
者
」か
ら

「
第
１
号
被
保
険
者
」へ
の
切
替
手
続

が
２
年
以
上
遅
れ
た
こ
と
に
よ
る
未

納
期
間
は
、後
納
制
度
を
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

・
全
額
免
除
や
一
部
免
除
、納
付
猶
予
、学

生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
て
い
る

期
間
は
後
納
制
度
を
利
用
で
き
ま
せ

ん
。

申
込
か
ら
納
付
ま
で
の
手
順

①
国
民
年
金
後
納
保
険
料
納
付
申
込
書

に
記
入
し
、広
島
西
年
金
事
務
所
ま
た

は
保
健
医
療
課
へ
提
出（
年
金
加
入
期

間
の
確
認
の
た
め
戸
籍
謄
本
等
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

②
年
金
事
務
所
で
申
込
書
の
審
査
、承
認

（
承
認
後
に
通
知
書
、納
付
書
等
を
送

付
）

③
納
付
書
で
保
険
料
を
納
付（
市
役
所
や

年
金
事
務
所
で
納
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
）

申
込
時
の
注
意
点

・
過
去
３
年
度
以
前
の
後
納
保
険
料
に
は

当
時
の
保
険
料
額
に
加
算
額
が
付
き

ま
す
。

・
後
納
が
可
能
な
期
間
の
う
ち
、最
も
古

い
も
の
か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

・
納
付
可
能
期
間
の
審
査
、承
認
に
時
間

を
要
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。期
限
に

余
裕
を
も
っ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

大竹市勤労青少年ホーム
問い合わせ 生涯学習課☎�５８００

対象：１５～３４歳（高校生を除く）      申し込み：総合市民会館で登録申請書に記入し、提出してください。

●活動中のサークルや開催中の講座
サークル・講座名 所属人数 と　き ところ
テニス
バドミントン
トレーニング

男14人　女4人
男10人　女15人
男5人　  女2人

火曜日・木曜日
木曜日
月曜日・水曜日・金曜日

19時～21時
20時～21時30分
18時～21時30分（のうち2時間）

晴海テニスコート
大 竹 中 学 校
総 合 体 育 館

申し
込み受付中

21 OTAKE 2017（平成29）.09




